
Ⅰ　法人の概要

1.　当該学校・学部・学科等の入学生数・学生数の状況
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注 1.（　　）内は定員数。
2.生涯福祉学部こども福祉学科は令和5年度から募集停止。

   教育学部教育学科令和5年度設置。　

3.兵庫大学の〔　〕は3年次編入生で外数。
4.募集定員数は附属須磨ノ浦高等学校各学年300人、神戸国際高等学校15人神戸国際中学校70人。
5.神戸国際高等学校は、平成28年度から高校入試を実施。(下段の〈　〉は外部入学者数で内数）

6.※は収容定員で、両幼稚園の人数は、在園児数。

(210)

566 (900)

3,150 (4,198)

 附属加古川幼稚園 233 (※310) 233 (※310)

 神戸国際高等学校 全日制課程国際文化科 (70) 168 (210)

 附属須磨幼稚園 105 (※300) 105 (※300)

 神戸国際中学校

学 園 計 1,247 (1,682)

 附属須磨ノ浦高等学校 全日制課程普通科 202

66

149

299

27 (70) 110

現代ビジネス学部
現代ビジネス学科

     〔3年次編入〕

大 学 計

生涯福祉学部

社会福祉学科

    〔3年次編入〕

こども福祉学科 2

(100)73

31 (40)

(370)

(120)

(300)

兵 庫 大 学

短 期 大 学 部

保育科第一部 38 (50) 57 (130)

保育科第三部 75

兵　庫　大　学

(80) 242 (240)

短 大 計 113 (130)

教育学部

〔(2)〕
482

264 (305)

(484)

〔(5)〕

教育学科

    〔3年次編入〕 〔(5)〕

1,640 (1,864)

149 (170)

(470)478

〔(17)〕

(55)

〔(5)〕

看護学部 看護学科 105 (90)

(160)

400 (360)

大 学 院 計 9

健康科学部

栄養学科

　〔3年次編入〕
173 (330)

健康スポーツ学科 67 (40) 170

53 (80)

令和8年度事業計画

（令和8年5月1日現在）

学 校 名 学 部 ・ 学 科 等 名
令和8年度

入学者数（人）

令和8年度

現員数（人）
(10)

看護学研究科 7 (10) 21 (24)

現代ビジネス研究科 2 (5) 8

兵庫大学大学院

(15) 29 (34)
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2.　役員・評議員・教職員の概要

ア.役員

学識経験者のうちから理事会で選任した者

イ.評議員

ウ.教職員

　兵庫大学短期大学部

　附属須磨ノ浦高等学校

　神戸国際高等学校

　神戸国際中学校

　附属須磨幼稚園

　附属加古川幼稚園

69
(嘱託職員⒓名含む）

学　園　計

－

看護学部

12名

48

18

11

15

職員数(人)

22

17

107

23

235

5名3号評議員 5名

12名

生涯福祉学部

33

健康科学部

計

学 校 ・ 学 部
令和8年度

兵庫大学

大学計

12

教育学部

教員数(人)

現代ビジネス学部

区 分 定 数

5名

7名

2名

計

（令和8年5月1日現在）

（令和8年5月1日現在）

2名

7名

5名

理事、評議員、法人の職員以外の者であって評議員会で選

任した者

現 員

常勤・非常勤

－

学識経験者のうちから評議員会において選任した者

この法人の職員のうちから評議員会において選任した者4名

現 員 選 任 区 分

選 任 区 分

常勤1名、非常勤4名

4

94

4

6

16

12

19

常勤3名、非常勤4名

非常勤2人

大学長、短期大学長、高等学校長、中学校長、幼稚園長の

うちから理事会において選任した者
1号理事 2名 2名 常勤2名

監事

2号理事

この法人の設置する学校を卒業した者で年齢25年以上の

もののうちから評議員会において選任した者
2号評議員 3名 3名

（令和8年5月１日現在）

定 数区 分

4名1号評議員
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Ⅱ．事業の概要

１．当該年度の事業の概要

○法人

１. 法人機能の強化 〈法人ガバナンスの円滑化及び安定化推進〉

２.健全な財政基盤の構築 〈学園の経営改善に向けた抜本的な取組〉

３.連携強化、合理化、効率化による学園の組織力強化

〈法人と各部門の事務一体化促進〉

４.寄付事業の拡充

〈「地域になくてはならない大学」づくりに向けた取組〉

○兵庫大学・兵庫大学短期大学部

⑴     人間教育

⑵　教育研究

⑨学修成果の可視化と個別最適学習の支援

⑩学修支援におけるICT活用の推進・整備

⑪学生の主体的な活動の支援（課外活動含む）

⑶　国際化推進

①「伸びた学生」の分析と教育方針の確立

　(補助金の獲得含む)

①他部門との連携の推進

②FDによる教育力の向上

③教育方法の開発についての研究推進

④新しい方法での教学アセスメントの実施

⑦中期計画に基づく学部学科改組計画の策定

⑧教育支援体制の充実・拡充

⑫研究成果の評価と教育・運営等貢献のバランスの取れた評価制度の再構築

⑬研究成果の教育への展開や地域への貢献を伸長させる研究基盤の構築

⑥中途退学率、原級留置生減少に向けた学生支援

②入学前教育・初年次教育の点検と充実

⑤学生の希望に沿った質の高い出口保証
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⑷　社会連携

①学内の同窓会支援体制の再構築と広報・交流活動の拡充

②地域創生事業を通じた人材育成と価値創出

⑴　人間教育

①    建学の精神「和」の涵養 （学校評価アンケートによる評価）

②    部活動（スポーツ）の活性化によるチーム力（和の精神）の涵養

⑵　教育研究

①    大・短への進学率（専門学校含む進学率）の向上

②    兵庫大学との高大連携による探究学習

③    IR等導入による個に寄り添う教育の展開(キャリアデザイン)

④    未来デザイン専攻の兵大との共同開発によるプログラム検証と再構築

⑤    英語教育を中心とした教育指導による難関大学の進学率向上

⑶　国際化推進

① ハイブリッドな国際交流の展開

⑷　社会連携

①     「生活発表とバザー」の卒業生(鷗翠会)との協同による活性化

②     地域社会との連携によるボランティア活動やイベント活動の活性化

③     小・中学校の部活動の地域クラブへの移行に本校の部活動が協力

②海外派遣プログラムの拡充(アウトバウンド)

○兵庫大学附属須磨ノ浦高等学校

○神戸国際中学校・高等学校

③リスキリング・リカレント教育の拡大と充実

④既存連携機関との連携再定義と推進

①多様な交流機会の創出

③グローバル事業の推進

④留学生受け入れ体制の再整備(インバウンド)
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⑴　人間教育

①     中学校の道徳教育において学園訓(感謝・寛容・互譲)のこころを

　　育てる。

②     ボランティア活動を推進し、感謝され、感謝する、助け合う

　　こころを育む。

①     教員の資質能力の向上を図り、授業の工夫・改善・充実による

　　入学後の学力向上を図る。

②   少人数制に更に磨きをかけ、質問対応や個別指導の徹底による

　　入学後の学力向上を図る。

③     学力：語学力：人間力を育み、進路実績の更なる充実を図る。

⑶　国際化推進

①     海外語学研修の推進並びに海外協定校の拡大を図り、グローバル

　人材を育成する。

②    海外留学の推進並びに海外留学者受入の拡大を図り、グローバル

　人材、グローバルリーダーを育成する。

③     海外大学との連携協定を推進し、海外大学進学率を上げる。

①  協定校(須磨浦小、バイリンガルスクール、高羽六甲小、

     Sweet Heart Int'l School)や協定教育機関(公文、ＥCCジュニア)

　との連携を更に強化し、生徒募集イベントへの参加者数増をはかる。

　

②  協定校や協定教育機関との入試連携を更に強化し、本校への推薦者数増

　を図る。

○兵庫大学附属須磨幼稚園

⑴　人間教育

①  保育を通じて建学の精神を理解し、日常生活の中で実践する。

⑵　教育研究

①     IEP教育とIR活用による教育の可視化

②     STEAM教育、SDGS教育の実践

⑵　教育研究

⑷　社会連携
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⑶　国際化推進

①     イマージョン教育の推進

②     オンライン交流、アフタースクール(学童)の推進

③     未就園児の英語保育(ひよこ・さくらんぼ)継続

①     地域及び保護者との連携強化

 

○兵庫大学附属加古川幼稚園

①     保育を通して学園訓を理解し、日常生活の中で実践する。

①     ドキュメンテーションを介して学びを可視化し園と家庭が共通認識

　　を図る。

②     豊かな環境を活かした健康づくりや感動体験をさせる。

(3)　国際化推進

①     保育の中で世界を知る機会の設定をする。

(4)   社会連携

①　地域及び保護者との連携強化をする。

⑵　教育研究

⑷　社会連携

⑴　人間教育
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Ⅲ．財務の概要

1.　資金収支予算書　 (令和8年4月1日から令和9年3月31日まで)

〔当該年度におけるすべての収入及び支出のてん末を明らかにするものです。〕

　　　　　　　　
収入の部 (単位：千円)

科　　目 令和8予算額(A) 令和7予算額(B)

学生生徒等納付金収入 2,895,620 2,997,462 △ 101,842
手数料収入 53,590 54,190 △ 600
寄付金収入 24,000 189,599 △ 165,599
補助金収入 1,411,200 1,272,500   138,700
資産売却収入 0 50,000 △ 50,000
付随事業・収益事業収入 35,200 40,700 △ 5,500
受取利息・配当金収入 560 866 △ 306
雑収入 17,200 208,008 △ 190,808
借入金等収入 0 200,000 △ 200,000
     短期借入金収入 0 200,000 △ 200,000

前受金収入 486,900 469,585   17,315
その他の収入 345,022 706,372 △ 361,350
     引当預金からの繰入収入 30,000 400,000 △ 370,000

     その他の収入 315,022 306,372   8,650

資金収入調整勘定 △     464,007 △     629,443   165,436
当 年 度 資 金 収 入 合 計 4,805,285 5,559,839 △ 754,554
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 423,468 352,523 70,945
収 入 の 部 合 計 5,228,753 5,912,362 △ 683,609

支出の部 (単位：千円)

科　　目 令和8予算額(A) 令和7予算額(B)

人件費支出 2,582,900 2,856,208 △ 273,308
一般人件費支出 2,582,900 2,649,850 △ 66,950

退職金支出 0 206,358 △ 206,358

教育研究経費支出 1,441,400 1,421,900   19,500
管理経費支出 347,800 393,300 △ 45,500
借入金等利息支出 8,750 8,750   0
借入金等返済支出 111,900 311,900 △ 200,000
施設関係支出 19,000 43,900 △ 24,900
設備関係支出 36,680 38,880 △ 2,200
資産運用支出 83,130 438,630 △ 355,500
     減価償却引当特定資産等繰入支出 80,000 435,500 △ 355,500

    出資金支出 3,130 3,130 0

その他の支出 498,717 400,680   98,037
     前期末未払金支払支出 224,154 180,088   44,066

     その他の支払支出 274,563 220,592   53,971

〔予備費〕 16,000 9,000   7,000
資金支出調整勘定 △     168,500 △     340,094   171,594
当 年 度 資 金 支 出 合 計 4,977,777 5,583,054 △ 605,277
翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 250,976 329,308 △ 78,332
支 出 の 部 合 計 5,228,753 5,912,362 △ 683,609

単 年 度 資 金 収 支 差 額 △ 172,492 △ 23,215 △ 149,277
（注）単年度資金収支差額＝当年度資金収入合計-当年度資金支出合計

比較増減

(A)－(B)

比較増減

(A)－(B)
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2.　事業活動収支予算書　　（令和8年4月1日から令和9年3月31日まで）

(単位：千円)

令和8予算額(A) 令和7予算額(B)

 学生生徒等納付金 2,895,620 2,997,462 △ 101,842

 手数料 53,590 54,190 △ 600

 寄付金 24,000 189,599 △ 165,599

 経常費等補助金 1,411,200 1,272,500   138,700

 付随事業収入 35,200 40,700 △ 5,500

 雑収入 17,200 208,008 △ 190,808

 教 育 活 動 収 入　計 4,436,810 4,762,459 △ 325,649

 人件費 2,582,900 2,856,208 △ 273,308

 教育研究経費 1,935,900 1,916,400   19,500

 　（うち減価償却額） 494,500 494,500   0

 管理経費 369,800 415,300 △ 45,500

 　（うち減価償却額） 22,000 22,000   0

 徴収不能額等 0 0 0

 教 育 活 動 支 出　計 4,888,600 5,187,908 △ 299,308

教 育 活 動 収 支 差 額 △ 451,790 △ 425,449 △ 26,341

収  受取利息・配当金 560 866 △ 306

入  教 育 活 動 外 収 入　計 560 866 △ 306

支  借入金等利息 8,750 8,750   0

出  教 育 活 動 外 支 出　計 8,750 8,750   0

教 育 活 動 外 収 支 差 額 △ 8,190 △ 7,884 △ 306

△ 459,980 △ 433,333 △ 26,647

 その他の特別収入 0 0   0

　  現物寄付 0 0   0

　  施設設備補助金 0 0   0

 特　別　収 入　計 0 0   0

支  資産処分差額 0 2,000 △ 2,000

出  特　別　支　出　計 0 2,000 △ 2,000

特　別 収 支 差 額 0 △ 2,000   2,000

16,000 16,000   0

△ 475,980 △ 451,333 △ 24,647

△ 196,080 △ 173,181 △ 22,899

△ 672,060 △ 624,514 △ 47,546

4,437,370 4,763,325 △ 325,955

4,913,350 5,214,658 △ 301,308

（注） ・経常収入＝教育活動収入＋教育活動外収入

・経常支出＝教育活動支出＋教育活動外支出

・事業活動収入＝経常収入＋特別収入

・事業活動支出＝経常支出＋特別支出

・基本金組入前当年度収支差額＝事業活動収入－事業活動支出

 〔経常的及び臨時的収支に区分して、それぞれの収支状況を把握できるようにするものです。〕

経　常　収　支　差　額

科　　目

教

育

活

動

収

支

教

育

活

動

外

収

支

特

別

収

支

収

　

　

入

支

　

　

　

出

収

入

比較増減

(A)－(B)

事　業　活　動　収　入　計

事　業　活　動　支　出　計

　〔予　備　費〕

基本金組入前当年度収支差額

基  本  金  組  入  額   合  計

当 　年 　度 　収 　支 　差 　額
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